
旧川崎市市民ミュージアム解体工事説明会次第

一、開会

一、事業者挨拶

一、解体工事計画のご説明

一、質疑応答

一、閉会



旧川崎市市民ミュージアム解体工事説明会

2025年 9月 12日

施工者 大成建設株式会社 横浜支店

事業者  川崎とどろきパーク株式会社



解体工事概要

所 在 地 川崎市中原区等々力1丁目2番地

建 物 名 称 旧川崎市市民ミュージアム

延 床 面 積 19,542.83㎡

構 造 RC造(地階)・SRC造(地上1階・2階)・S造(地上3階)

階 数 地下1階 地上3階 塔屋1階

解 体 工 期 2025年10月1日～2027年1月31日（予定）



解体建屋配置図

【解体建屋】
旧川崎市市民ミュージアム



解体工事予定表



配置図兼車両動線図

【凡例】

：仮囲い・大成建設設置
(フラットパネル H=3m)

：仮囲い・既存
(フラットパネル)

：工事車両出入りゲート

：工事車両動線

：作業員通行 (調整中)

：喫煙所

：作業員トイレ

2025年10月～11月末までは仮囲い外の通路は現状通り通行
可能です。
2025年12月以降、その他工事等の影響により、ふるさとの森
および補助陸上競技場周辺の通路が通行できなくなる期間が
発生します。
詳細が決まりましたら別途ご案内いたします。

解体
建屋

ふるさとの森

補助陸上競技場

仮設事務所
作業員休憩所
作業員トイレ
喫煙所



解体工事計画 平面図

【凡例】

：仮囲い・大成建設設置
(フラットパネル H=3m)

：工事用ゲート

：外部足場

既存樹木保存範囲
(仮囲い設置時に支障となる低木は除く)

ゲート①

警備員

ゲート②

サブゲート

サブゲート

警備員

防護棚(朝顔)



１.作業日・作業時間について
現場作業は、原則として、月曜日から金曜日までの8:00～18:00とし、その前後1時間
を準備、片付けなどの予備時間とします。
以下作業については上記作業日・時間を延長・変更する場合もあります。
 ・解体建物外部に騒音、振動を発生させない作業
・安全確保上、作業当日の予定を途中で中断できない解体作業及び足場の組立、
解体作業

・道路交通法等の規制により時間の制約がある機材の搬出入作業
・暴風雨、地震等の自然災害時において、安全維持のために必要とされる緊急作業
・諸官庁の指導により作業日時を指定された作業
・工事施工の進捗上必要な場合には工事をさせていただく場合があります。

２.騒音・振動の防止について
騒音・振動を伴う作業に際しては、関係法令で定められた規制基準を守るとともに、
騒音・振動抑制を考慮した使用機械および工法を選定し、かつ、設置場所および
使用方法に十分留意します。

工事施工について



工事施工について

３.安全設備について
敷地周囲には仮囲を設置すると共に、必要に応じて、解体建物にはシート囲いや
防護柵等を設置し、塵埃の飛散防止および落下物の防止に万全を期します。
また、消火設備の設置等、火災に対する予防策を講じ、火災の防止にも万全を
期します。

４.工事用車両について
作業車両の通行時間は7:00～18:30の予定とします。通行に際しては、所轄警察署の
指示・指導に従い、標識設置および誘導員配置により交通整理を適切に行います。
また、常に現場周囲の清掃を実施し、道路汚損を防止します。

５.作業員の管理について
責任をもって作業員の管理運営を行い、風紀を維持します。

６．現場(工事)イメージアップの取組を推進します。

尚、上記以外の問題が生じた時は、その都度誠意をもって協議し、その解決に
努力いたします。



・石綿（アスベスト）の調査結果
既存建物には事前調査により一部個所に石綿が使用されていることを確認しています。
石綿除去作業に関しては、関係法令に則り、飛散防止措置等適切な処置を実施した上
で除去作業・処分を行います。

・石綿除去作業
石綿除去作業は建屋解体の前に実施し全ての石綿を除去します。
外部への飛散はありません。

石綿除去について



石綿除去作業レベル



左記に加え施工前、施工中、施工後の
環境測定を実施します。

石綿除去作業の手順
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出入口⇒

湿潤化

負圧除じん
装置

・天井鉄骨部分の耐火被覆材に石綿（アスベスト）が使用されているもの

・除去エリア ⇒ 隔離養生施設を設置する。

・室内を負圧管理⇒ 外部へ粉塵が飛散することを防止する。

・除去作業 ⇒ 作業前に飛散抑制剤を散布し、吹付材の除去を行う。専

用廃棄袋に集積し、飛散防止剤散布後、密封処理を行う。

環境測定を行い、石綿の飛散がないことを確認後、隔離

養生を開放する。

・除去した石綿 ⇒ 二重梱包し、特別管理産業廃棄物として専門業者にて運

搬・処分する。

除去工事 「ﾚﾍﾞﾙ1」・吹付け石綿除去

【除去作業イメージ】

前室

セキュリティーゾーン



・配管曲がり部分の保温材にアスベストが使用されているもの

・撤去方法

⇒ ①エルボの石綿部（アスベスト）をビニールシートで被う。

⇒ ②配管の両端を切断する。

⇒ ③専用廃棄袋に入れ、密封処理する。

・除去した石綿

⇒ 二重梱包し、特別管理産業廃棄物として専門業者にて運搬・処分する。

石綿部

切断

切断

配管部

除去工事 「ﾚﾍﾞﾙ2」・配管ｴﾙﾎﾞ保温材撤去

【撤去作業イメージ】
【直接石綿部に触れない撤去方法】 【二重梱包後、特別管理産業廃棄物として処分】



【撤去作業イメージ】

【石綿飛散抑制剤による湿潤化状況】 【手作業による撤去状況】

・天井や壁の成形板に石綿（アスベスト）が使用されているもの

・撤去方法

⇒ 「湿潤化」しながら破壊しないよう手作業により撤去作業を実施する。

・除去した石綿

⇒ 石綿含有産業廃棄物として袋詰処分し、専門業者にて運搬・処分する。

除去工事 「ﾚﾍﾞﾙ3」･成形板撤去

【ウォータージェット工法による塗材撤去状況】



石綿建材使用箇所

使用箇所 石綿含有建築材料の区分 レベル

天井鉄骨部分 吹付け石綿(耐火被覆) レベル1

配管ダクト・エルボ部分
排気塔

石綿含有保温材
断熱材

レベル2

外壁・内壁

内装材(天井、壁)、床材
仕上げ材各所

石綿含有仕上げ塗材

石綿含有成形版

レベル3

レベル3



アスベスト含有範囲
地下スロープ範囲

レベル3



アスベスト含有範囲
地下1階 (床・巾木)

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
地下1階 (壁・天井)

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
1階 (床・巾木)

レ
ベ
ル
3

レベル2



アスベスト含有範囲
1階 (壁・天井)

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
2階 (床・巾木)

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
2階 (壁・天井)

レベル1

レ
ベ
ル
3

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
3階 (床・巾木)

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
3階 (壁・天井)

レ
ベ
ル
3



アスベスト含有範囲
屋上階 (床)

レベル3



アスベスト含有範囲
PH階 (床・壁・天井)

レ
ベ
ル
3



高さ３m

仮囲い

仮囲い設置状況（参考イメージ写真）



参考イメージ写真

防音パネル

養生朝顔

養生朝顔及び防音パネルによる養生状況



散水状況

埃対策

参考イメージ写真



(参考)タイヤ洗浄イメージ



(参考)油圧破砕機による解体イメージ



(参考)週間工程掲示イメージ



34

特定建設作業にかかる勧告基準（法律）

川崎市HPより (2021年11月30日)

騒音・振動測定器を工事エリア境界に
設置します。

参考写真



お問い合わせ先

ご質問等がございましたら、下記までご連絡ください。

大成建設株式会社 横浜支店 旧川崎市市民ミュージアム解体工事作業所(仮)

担当： 太田、高木、北野

T E L ： 044－201－6294

※工事着工まで。変更後の連絡先は掲示にてお知らせします。
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